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§１ はじめに 

前報１）に引き続き、温度荷重の簡易予測法を実施する

ための基礎データとして、本報では全国 12 地点における

外気温データを統計的に整理した結果について報告する。 
§２ 全国 12 地点の外気温データの抽出 

 建物の温度応力を算定する際には日射の影響や方位を

はじめ、様々な影響要因とその時系列変化を考える必要

があるが、第一段階としては、基本となる外気温データ

の整理が必要となる。ここでは日本国内における地域差

を配慮し、建築物荷重指針２）と同様の全国 12 地点である

札幌、仙台、前橋、東京、長野、新潟、名古屋、大阪、

広島、高松、福岡、那覇を対象とした。 

 外気温の観測データは、気象庁の観測データ３）、拡張ア

メダスデータ４）など、いくつか存在しており、それぞれ

観測時間やデータの整理方法が異なる。また気象庁保管

のデータも、地域によって観測開始時期が異なる場合や、

統計方法の変更等も行われている。そこで、比較的観測

内容のデータが得られる期間として 1961 年１月以降のデ

ータを使用することし、2005 年 12 月までの 45 年間をデ

ータの対象とした。 

§３ 再現期間 100 年の値 

温度荷重は自然現象である気象データに影響されるた

め、設計用の荷重値設定の際には、風荷重や地震荷重と

同様、再現期間による評価が望ましい。しかし温度荷重

は、瞬間的な極値温度も対象とするのか、日平均などの

ある時間内で均した値で評価するかなど、設計条件によ

るため、何が適合するか、一律に定めることは難しい。

本報では、前報１）と同様文献５の概念を取り入れて、日

平均気温データを基本として年最高、年最低となる気温

データを整理した。文献２と同様、再現期間 100 年の値

を算出し、他のデータと比較した結果を表１に示す。ま

た 45 年間の地域別外気温データの推移を図１～12 に示す。 

ここでは再現期間 100 年の値の算出は、日平均気温の

年最大値、年最小値の分布がグンベル分布に適合すると

仮定し、グンベルの積率法を用いた。 
 近年地球温暖化の影響が指摘されているが、データか

らもその傾向はみられる。1961 年以前の観測データがあ

る地点で比較すると、過去最低気温の大部分は 1961 年以

前のデータであり、1961 年以降の最低気温と 10 度程度異

なる地域もある。最高気温は 1994 年が軒並み大きい値と

なっている。また 45 年間の推移を比較しても、徐々に気

温が上がっている。よって、現時点での観測データを元

に再現期間 100 年の値を算出したが、今後は最低・最高

気温が、高い方に推移する可能性もある。 
 なお、表１には 15 年間の年最高・最低データより算出

した非超過確率による評価も併記しているが、この値は

瞬間的な極値温度に対応するものである。短時間の最

高・最低気温が建物に影響を及ぼす場合もあるため、こ

れらのデータも参考にして、適切に評価する必要がある。 
§４ おわりに 

 本報では、温度荷重の評価を行うための外気温データ

を整理した。この結果は設計用の温度荷重を算定する基

本的なデータであり、設計者が温度効果をふまえた設計

を行うときの判断用資料として位置づけられる。 
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表１ 12 地点における外気温データ 

高温側 低温側 高温側 低温側 過去最高 過去最低

札幌 31.7 -15.6 37.3 -19.1 36.2 (1994年) -19.4 (1978年)
仙台 32.3 -7.2 38.6 -11.0 36.6 (1961年) -10.2 (1967年)
前橋 33.6 -4.8 44.2 -9.5 40.0 (2001年) - 9.0 (1981年)
東京 34.0 -1.8 40.8 -6.4 39.5 (2004年) - 5.5 (1963年)
長野 31.0 -8.9 40.0 -15.6 38.7 (1994年) -15.0 (1967年)
新潟 33.3 -5.2 39.2 -10.0 38.5 (1978年) -10.6 (1978年)

名古屋 33.3 -1.3 43.5 -9.3 39.8 (1994年) - 7.0 (1963&67年)
大阪 33.1 -2.8 40.9 -7.0 39.1 (1994年) - 5.5 (1981年)
広島 33.1 -5.8 38.7 -8.8 38.7 (1994年) - 8.5 (1963年)
高松 33.7 -3.7 40.0 -8.1 38.2 (1994年) - 6.0(1977年)
福岡 32.8 -3.9 39.7 -7.0 37.7 (1994年) - 5.2(1977年)

那覇 31.7 8.1 36.6 6.3 35.6 (2001年) 6.6(1967年)

観測
地点

再現期間100年の値（℃）
気象庁データ

1961年～2005年
日平均データより算出

非超過確率99％の値（℃）
拡張アメダスデータ
1981年～1995年

年最高・年最低データより算出

過去の最高気温、最低気温（℃）
気象庁データ

1961年～2005年
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図１ 札幌の外気温データ                図２ 仙台の外気温データ        

 
 
 
 
 
 
 

図３ 前橋の外気温データ                図４ 東京の外気温データ 

 
 
 
 
 
 
 

図５ 長野の外気温データ                図６ 新潟の外気温データ 

 
 
 
 
 
 
 

図７ 名古屋の外気温データ               図８ 大阪の外気温データ 

 
 
 
 
 
 
 

図９ 広島の外気温データ                図 10 高松の外気温データ 

 
 
 
 
 
 
 

 図 11 福岡の外気温データ                図 12 那覇の外気温データ 

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側温

度
℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

1
9
6
1
年

1
9
6
6
年

1
9
7
1
年

1
9
7
6
年

1
9
8
1
年

1
9
8
6
年

1
9
9
1
年

1
9
9
6
年

2
0
0
1
年

日平均の年最高 日平均の年最低
年最高 年最低
再現期間100年の値　高温側 再現期間100年の値　低温側

温
度

℃

―92―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




